
付加価値の高い製品づくりのために

鍛
造
技
術

　
鍛
造
技
術
は
、
わ
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り
の
あ
る
意
味
象
徴
と
も

い
え
る
技
術
で
あ
る
。
素
材
か
ら
金
型
、
各
種
加
工
機
と
そ
れ
を

扱
う
技
術
が
支
え
て
き
た
鍛
工
品
の
品
質
へ
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
は

今
も
非
常
に
大
き
く
、
高
付
加
価
値
製
品
の
実
現
に
欠
か
せ
な

い
。
自
動
車
、
航
空
機
、
そ
し
て

日
に
全
線
開
業
し
た
九
州
新

幹
線
に
使
わ
れ
る
Ｎ
７
０
０
系
に
も
鍛
造
品
が
使
わ
れ
、
性
能
と

安
全
性
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
鍛
工

品
製
造
の
現
場
の
高
齢
化
な
ど
問
題
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

新幹線の重要部品にも多数用いられる

大
型
プ
レ
ス
機
導
入
ラ
ッ
シ
ュ

中
小
企
業
と
鍛
造

難成形材への対応

競争力を維持・強化

機
能
・
安
全
性
向
上
に
貢
献

「東日本大震災」の被災地の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
熱
間
鍛
造
に

は
、
主
に
プ
レ
ス
鍛
造
と
ハ
ン
マ
ー

鍛
造
が
あ
る
。
後
者
は
作
業
者
の
熟

練
は
要
す
る
が
複
雑
形
状
に
も
対
応

し
や
す
い
。

　
た
だ
、
鍛
工
品
業
界
の
多
く
は
、

機
械
式
の
プ
レ
ス
と
金
型
を
使
い
量

産
を
行
う
企
業
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
設
備

の
老
朽
化
と
人
材
の
高
齢
化
だ
。
プ

レ
ス
機
械
そ
の
も
の
は
近
年
、
サ
ー

ボ
プ
レ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
が
進
み
加
工
の

自
由
度
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
人
的
・
資
金
的
に
余
裕

の
少
な
い
小
規
模
の
事
業
者
に
と
っ

て
、
機
械
の
新
規
導
入
に
は
大
き
な

リ
ス
ク
が
伴
う
。

　
新
興
国
で
鍛
工
品
製
造
が
活
発
化

す
る
中
で
、
わ
が
国
の
生
き
残
る
道

は
高
付
加
価
値
化
や
多
品
種
少
量
生

産
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

言
う
の
は
た
や
す
く
と
も
実
際
に
行

う
の
は
容
易
で
は
な
い
。
と
り
わ

け
、
そ
の
道
一
筋
の
町
工
場
が
苦
手

な
の
が
営
業
活
動
だ
。

　
鍛
造
に
代
表
さ
れ
る
日
本
製
の
重

要
部
品
を
世
界
に
売
り
込
も
う
と
い

う
試
み
も
起
こ
っ
て
い
る
。
先
頃
旗

揚
げ
し
た
ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン

京
都
府
精
華
町

は
、
鍛
造
、

鋳
造
、
切
削
、
熱
処
理
な
ど
の
中
堅

・
中
小
企
業
を
協
力
会
社
と
し
て
、

国
内
外
に
受
注
活
動
を
し
、
設
計
や

生
産
管
理
、
品
質
管
理
を
行
う
元
請

け
業
務
を
軸
と
す
る
。
高
い
技
術
を

持
ち
な
が
ら
コ
ス
ト
競
争
や
後
継
者

難
に
悩
む
中
小
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
内
外
か

ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
鍛
工
品
の
製
造

は
、
メ
ッ
キ
加
工
な

ど
と
同
様
、
現
地
調

達
の
し
に
く
さ
や
日

本
製
品
へ
の
信
頼

感
、
小
規
模
な
加
工

業
者
の
多
さ
な
ど
の

理
由
か
ら
比
較
的
国

内
に
止
ま
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
こ

へ
き
て
海
外
で
の
生

産
増
強
や
現
地
企
業

と
の
関
係
強
化
な
ど

が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。

　
３
月
、
自
動
車
用

鍛
造
部
品
を
製
造
す

る
群
馬
精
工

埼
玉

県
神
川
市

は
イ
ン
ド
の
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ン
と
冷
間

鍛
造
で
技
術
提
携
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
れ
を
機
に
同
国
で
の
事
業
本
格
化

も
目
指
す
と
い
う
。
飯
塚
製
作
所

奈
良
県
大
和
高
田
市

は
年
内
に

国
内
と
中
国
で
冷
間
鍛
造
品
の
新
工

場
を
稼
働
し
、
安
全
部
品
な
ど
自
動

車
向
け
部
品
の
需
要
増
に
対
応
を
図

る
と
い
う
。
三
遠
機
材
は
今
秋
タ
イ

で
無
段
変
速
機

Ｃ
Ｖ
Ｔ

用
部
品

工
場
の
稼
働
を
予
定
し
、
現
地
の
日

系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
供
給
の

予
定
だ
。
愛
知
製
鋼
も
タ
イ
や
米
国

な
ど
で
自
動
車
足
回
り
用
鍛
造
品
の

生
産
増
強
を
計
画
す
る
。

　
鍛
造
製
品
の
海
外
生
産
が
増
え
る

中
で
気
に
な
る
の
は
、
わ
が
国
で
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
中
小
・
零
細
の

鍛
工
品
製
造
業
者
。
か
つ
て
日
本
の

製
造
業
の
海
外
流
出
や
空
洞
化
が
叫

ば
れ
た
際
、
真
っ
先
に
懸
念
さ
れ
た

の
が
鍛
工
品
製
造
業
だ
っ
た
。
だ

が
、
鋼
材
か
ら
金
型
、
加
工
と
つ
な

が
る
信
頼
性
は
高
く
、
そ
の
後
も
わ

が
国
の
製
造
業
を
支
え
、
２
０
０
５

年
に
は
バ
ブ
ル
期
だ
っ
た

年
の
記

録
を
超
え
る
過
去
最
大
量
を
更
新
し

た
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
業
界

を
襲
っ
た
需
要
の
減
少
は
、
徐
々
に

回
復
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
新
興
国

で
の
鍛
造
業
の
台
頭
に
加
え
、
ガ
ソ

リ
ン
車
の
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

化

な
ど
、
構
造
的
な
変
化
の
可
能
性
も

見
え
隠
れ
す
る
。

　
近
江
鍛
工
の
坂
口
康
一
社
長
は

「
ろ
く
ろ
っ
首
が
な
ぜ
い
な
く
な
っ

た
か
、
と
い
う
話
を
よ
く
す
る
」
と

語
る
。
つ
ま
り
、
「
あ
ん
ど
ん
を
な

め
よ
う
と
し
て
も
、
部
屋
の
照
明
が

電
灯
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
」

坂
口
社

長

。

　
同
様
に
、
製
品
が
優
れ
て
い
て

も
、
あ
る
日
需
要
が
ぱ
た
っ
と
途
絶

え
る
こ
と
は
、
十
分
あ
り
得
る
。

「
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
行
く
の
は

大
変
だ
が
、
動
き
に
は
常
に
目
を
配

っ
て
お
か
な
い
と
」

同

。
鍛
造

が
い
く
ら
重
要
な
技
術
と
い
っ
て

も
、
必
要
と
さ
れ
る
前
提
が
覆
る
こ

と
も
あ
る
。

　
同
社
は
軸
受
な
ど
リ
ン
グ
状
の
鍛

造
品
製
造
に
強
み
を
持
ち
、
自
動
車

か
ら
造
船
、
建
機
、
航
空
機
、
鉄
道

ま
で
幅
広
い
業
界
か
ら
量
産
か
ら
特

殊
対
応
ま
で
こ
な
す
。

年
に
は
業

界
で
も
最
大
級
の
１
万
５
千
ト
ン
プ

レ
ス
を
導
入
し
た
。
「
勘
と
コ
ツ
と

経
験
、
鍛
造
に
は
こ
れ
が
必
要
で
、

経
験
を
積
め
ば
熱
し
た
鉄
の
色
を
見

た
だ
け
で
温
度
を
あ
て
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

今
の
ユ
ー
ザ
ー
は
満
足
し
て
く
れ
な

い
」
。

　
変
化
に
備
え
る
に
は
、
設
備
投

資
、
社
員
教
育
、
技
術
の
開
発
、
ま

た
環
境
へ
の
配
慮
も
大
切
だ
。
成
熟

し
た
鍛
造
分
野
で
は
一
挙
に
技
術
革

新
が
起
き
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、

ま
た
す
べ
て
の
新
技
術
に
対
応
す
る

こ
と
も
不
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
常
に
新
し
い
技
術
に
対
応
で
き
る

姿
勢
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
相
談

が
あ
れ
ば
、
や
っ
た
こ
と
は
な
く
て

も
と
に
か
く
、

何
と
か
し
ま
し
ょ

う

と
言
え
る
こ
と
が
必
要
か
」
。

　
大
型
プ
レ
ス
の
活

躍
以
外
に
も
、
わ
が

国
が
得
意
と
す
る
精

密
鍛
造
を
切
り
口
に

難
成
形
材
の
加
工
の

可
能
性
を
探
ろ
う
と

す
る
動
き
が
あ
る
。

盛
ん
な
の
は
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
部
品
の
鍛
造

に
つ
い
て
の
研
究

だ
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
実
用
金
属
で
は
最

も
軽
く
資
源
も
豊
富

な
一
方
、
塑
性
加
工

が
難
し
く
、
成
形
は

鋳
造
や
チ
ク
ソ
モ
ー

ル
ド
が
主
流
だ
っ

た
。

　
近
年
は
ゆ
っ
く
り
と
圧
力
を
与
え

る
こ
と
の
で
き
る
油
圧
サ
ー
ボ
プ
レ

ス
な
ど
鍛
造
機
械
の
発
達
も
後
押
し

し
、
茨
城
県
や
新
潟
県
、
長
岡
技
術

科
学
大
学
な
ど
の
大
学
や
産
業
技
術

総
合
研
究
所
中
部
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

研
究
機
関
を
は
じ
め
活
発
に
研
究
さ

れ
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
停
滞

し
て
い
た
プ
レ
ス
機
械
の
市
場
が
活

発
化
し
て
い
る
。
先
行
し
た
電
機
・

Ｉ
Ｔ
関
連
向
け
の
小
型
・
中
型
機
需

要
に
続
き
、
自
動
車
の
車
体
用
パ
ネ

ル
製
造
な
ど
に
使
わ
れ
る
大
型
の
プ

レ
ス
機
へ
の
引
き
合
い
が
新
興
国
を

中
心
に
出
て
い
る
。
先
頃
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ

が
東
風
日
産
か
ら
メ
カ
式
プ
レ
ス
４

台
で
構
成
さ
れ
る
鋼
板
用
大
型
プ
レ

ス
機
の
ラ
イ
ン
を
受
注
し
た
。

　
ま
た
、
国
内
で
も
日
本
製
鋼
所
室

蘭
製
作
所
や
、
神
戸
製
鋼
所
、
日
本

鋳
鍛
工
な
ど
鍛
鋼
メ
ー
カ
ー
が
相
次

ぎ
一
万

級
の
プ
レ
ス
機
を
増
強
。

高
強
度
材
料
の
加
工
ニ
ー
ズ
が
増

え
、
加
工
荷
重
の
大
き
い
大
型
プ
レ

ス
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
の
も
理

由
の
一
つ
だ
。
　

　
先
日
、
日
立
金
属
、
神
戸
製
鋼

所
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
川
崎
重
工
の
４
社
が

共
同
で
設
立
し
た
鍛
造
品
製
造
会
社

日
本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ
で
は
、
航
空

機
や
電
力
プ
ラ
ン
ト
向
け
の
大
型
鍛

工
品
の
需
要
増
を
に
ら
み
、
岡
山
県

倉
敷
市
に
２
０
１
２
年
の

完
成
を
予
定
す
る
工
場

に
、
国
内
で
は
最
大
級
と

な
る
５
万

級
の
鍛
造
プ

レ
ス
を
導
入
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
鋼
材
の
数

倍
の
力
を
要
す
る
チ
タ
ン

や
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
の
プ
レ

ス
加
工
を
行
い
、
エ
ン
ジ

ン
部
品
な
ど
に
利
用
す

る
。
国
内
で
の
安
定
生
産

と
無
駄
の
な
い
ス
ク
ラ
ッ

プ
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
さ

ら
に
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の

使
用
削
減
と
コ
ス
ト
低
減

を
狙
う
と
い
う
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月１５日 火曜日 　　


